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　生きるちからと持続可能性
　2005 年，東北学院大学教養学部に新設された地
域構想学科に赴任してから，はや 10 年が過ぎよう
としている。植物生態学と環境教育を専門としつつ，
宮城教育大学で 20 年以上にわたって，授業改善や
教員養成といった「学校における学び」にかかわっ
ていた私は，地域構想学科に着任後，「人と自然の
よりよい関係づくり」という視点から地域構想を推
進する営みに傾倒するようになった。「地域自然の
評価と保全・利活用を，現地（フィールド）に足を
運んで，学際的な視点で調べ，提示・議論し，実現
する活動」が急増し，そしてこのプロセスの中に学
生に向けた体験的，実践的な学びが挿入されていっ
た。「学校の教室」と異なり，「地域は複雑で，変化
が激しく，定まった解法も存在しない領域」である
ことから，そこでは「課題を解決する道筋を見通す
ちから」や「他者とかかわるちから」といった総合
力，すなわち「生きるちから」を醸成する学びが追
求されることになった。
　一方，2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災
は，その前後を区切る，決して色あせることのない
境界線となって，私の心の内に刻印された。東北地
方各地の交流のあった人々，訪問した集落，巡り
会った生き物のすがたを幾度も想い浮かべ，フィー
ルドでは自然の怖さと無常さ，したたかさ，有り難
さに繰り返し遭遇した。そして，「自然環境と調和
した，持続可能な地域づくり」を復興事業の中で具
現化すべく，大津波で被災した仙台湾南部海岸域を
主たるフィールドとして，多くの仲間とともに加速
させてきた（南蒲生 / 砂浜海岸エコトーンモニタリ
ングネットワーク，https://sites.google.com/site/
ecotonesendai/，最終確認日 2014 年 10 月 30 日）。
　地域を映し出すランドスケープ
　この 10 年の間，私は「人と自然のよりよい関係
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づくり」に貢献すべく，東北地方を中心に，モン
スーンアジアの各地で学際的なプロジェクトに参加
してきた。植物生態学と環境教育という基礎分野
を発して，ランドスケープ エコロジー（landscape 
ecology; 景 観 生 態 学 ） と ESD（education for 
sustainable development; 持続を可能にする教育）
といった応用分野に活動をシフトさせながら，住民
や行政機関，研究者，市民団体の皆さん，そして学
生諸君と協働しての取り組みを積極的に推進してき
た。主な地域として，(1) 過疎と高齢化が進み，集
落の存続が危機に瀕している宮城・岩手県内の里山，
(2) エビ養殖池やアブラヤシ農場が大規模に，荒っ
ぽく開墾され始めたタイの海岸低地，(3) 森林伐採
や水質汚染，観光施設の乱立が顕在化するカンボジ
アのトンレサップ湖湖岸域，(4) 砂漠化が進み，砂
嵐の猛威が暮らしや牧農地を破壊する中国内蒙古の
半乾燥草原，そして (5) 広大かつ急激な盛土を伴う
復興工事が，自然環境に壊滅的な痛手を与えている
仙台湾南部海岸エコトーン域などがあげられる。
　ややおおげさになるが，ランドスケープ エコロ
ジーにおける「ランドスケープ」とは，大地のうね
り，海や川の水の動き，「みどり」や土地利用の状況，
風雨雪や気温，さらにはそれら諸要素の歴史的変遷
をも織り込んで描写・構築された「成因やプロセス
が裏書きされた，地域のすがた」を指す。日常生活
で用いられる「高所からの眺望」や「風景写真」は，
ランドスケープを読み解く糸口，データとして不可
欠であるが，それだけでは十分といえない。つまり
「ランドスケープ エコロジーに基づく地域構想」に
おいては，(1)「鳥の眼と虫の眼」を併用しつつ，生
態学や地理学，歴史学，民俗学，社会学，リモート
センシングといった学際的な視点からアプローチが
なされ，(2) それらの成果を統合した「地域景観の
特性や成り立ち」が，図面を多用して「見える化」
される。そして，(3) その「読み解きが反映された
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地域絵図」を囲みながら，「持続可能な地域づくり」
に向けた議論や活動が，関係者一同の話し合いと協
働を軸に推進されることになる。
　東日本大震災から学び，伝えるべきこと
　残念なことではあるが，即効性と金銭的利益が重
視される現実社会では，こうした地域構想の手続き
が不適切に簡略化ないしは中断されてしまうことが
少なくない。そして，性急な（しばしば強欲で，収
奪的な）土地改変や開発が地域の自然環境を荒廃さ
せ，ほどなく住民の暮らしや家族の崩壊，重い財政
負担，社会の不安定化が誘発されてゆく「負の連鎖」
も各地で生起している。「地域社会の根底にある自
然の恵み・自然の脅威を正しく認識した上で，自然
と上手に付き合う賢さを具現化すること」は，国家
の安全保障や世界平和，人類存続にも寄与する価
値ある行為である（古田尚也ほか編，http://www.
bdnj.org/pdf/140509.pdf/，最終確認日 2014 年 10
月 31 日）。
　すでに 1980 年代から，世界各地では，「生きもの
のにぎわい」や「希少な生態系」が存在するエリア
（生物多様性ホットスポット）の厳格な保護と，そ
の周辺域の謙虚な利活用を組み合わせた地域づくり
が，住民の意思を尊重して実行されてきた。エコツー
リズムやグリーンツーリズム，農林水産物の認証制
度，フェアトレードといった時代に見合った取り組
みが，この枠組みを経済的に下支えしてきたことも
見逃せない。さらに最近では，地球温暖化による巨
大災害の頻発に伴って，被災リスクの高いエリアで
土地利用を制限し，居住域や防災施設を安全・安心
なエリアまでセットバックする，という手法が一般
化しつつある（日本学術会議統合生物学委員会 ･ 環
境学委員会合同自然環境保全再生分科会，http://
www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-22-t199-2.
pdf/，最終確認日 2014 年 10 月 31 日）。高潮や洪水
が頻発する低湿地では，「コンクリート構造物に代
わって，環境に最も適応した生態系を呼び戻し，そ
の多様な恵み（生態系サービス）に永く，低コスト
で授かる」という思想が実現されている。
　こうした新しい流れ，「自然と上手につきあう賢
さ」を，是非とも東日本大震災で被災した東北の海
辺，そして海と里と森が見事に連環する沿岸流域か
ら発信したいと考え，私たちは「よみがえる生態
系の保全と利活用」，「バイオシールドあるいはグ
リーン インフラストラクチャーの創出」いう視点
を掲げて活動してきた（南蒲生 / 砂浜海岸エコトー
ンモニタリングネットワーク，https://sites.google.
com/site/ecotonesendai/， 最 終 確 認 日 2014 年 10
月 30 日）。復興最盛期にさしかかった今，(1)「うる
わしいふるさとの再興」に，こうした理念と手法，
海岸エコトーンモニタリングから判明した自然の自
己修復機能を導入すること，あわせて (2) 全国・世
界に向けて情報を発信し，議論と交流を経て，各地
の災害リスク低減や持続可能な地域づくりに貢献す
ることが，喫緊の課題となっている。
　ともに創りあげる学び
　地域構想学科の第一の使命は学生教育にあり，そ
れは「個々の学生が，自らの将来に照らして必要と
判断した ʻ よく生きるためのちから ʼ を獲得するた
めの学習支援」を意味していると考える。学科創設
から 10 年間の私自身の活動をふり返ったこの小文
を終えるにあたって，2013 年 4 月に学科長職を申
し渡された際，学科ホームページに掲載した「学科
長あいさつ」で述べた「学生教育の進め方」を以下
に再掲し，「ともに創りあげる，双方向性の学び」
の重要性を今一度アピールしておきたい。
　教養学部に地域構想学科が誕生したのは，2005
年 4 月。この 8 年間，私たちは「地域を構想する活
動による自己成長と社会貢献」を目標にすえ，「時
代が求める新しい学び」を追求してきました。例え
ば，このホームページを閲覧いただくとご理解いた
だけるように，教職員と学生諸君が一体となった取
り組みが，キャンパスと「地域というフィールド」
をスパイラルに往復しながら実施されてきました。
　それぞれの地域には，そこにしかない自然環境や
歴史，コミュニティー，産業，文化があり，地域な
らではの魅力や不思議，課題が息づいています。そ
してまた，そうした地域らしさ・固有性ゆえに，地
域を構想する際には時間，労力，まごころを注いだ
活動を積み重ねてゆくことが重要となります ･････ 
地域は多様かつ複雑で，そして温かさ，厳しさ，驚
き，魅力にあふれており，「学びの総合化・具現化」
を推進しうる格好のフィールドなのです。
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　ところで，「地域を構想する活動による自己成長」
あるいは「学びの総合化・具現化」とは，いったい
どのようなものを指すのでしょうか？　おそらく学
術領域やアプローチに応じて見解はいくつもあっ
て，一言で答えることは難しいのですが，私自身は
「社会を構成する自立した大人としての ʻ 生きるちか
らʼの獲得」という視点でとらえたいと考えています。
　幼少の頃に開始される国語，算数，社会，理科，
音楽，美術，体育といった教科学習を通じて獲得さ
れる知識や技能，感性が，ʻ 生きるちから ʼ の根幹
となることは自明です。地域構想学科では，そうし
た蓄積を踏まえて，「(1) 地域という実社会・暮らし
の場も学舎として，(2) 寄り合った者が知識や技能，
感性を持ち寄り，それらを繋いだり，融合させたり
しながら，(3)ʻ 人 - 社会 - 自然が持続する地域のあり
方 ʼ を模索・創出する」という学びを，自主的・挑
戦的に発展させてゆくことになります。そうした学
習プロセスによって誘発されるコミュニケーション
能力や作法，洞察力，企画力，協調性，問題解決能
力といった総合的，実践的なちからの育成を，地域
構想学科は強力にサポートします。
　皆さんが成長してきた最近 20 年間ほどの「地域」
の状況をふり返ってみると，日本や世界もそうで
あったように，これまで人類が経験したことのない
急激な変化が生じています。私たちの身近でも，コ
ンピューターや携帯電話に象徴される IT 化，衣食
料品・エネルギー輸入に象徴されるグローバル化，
そして限界集落に象徴される少子高齢化・過疎化と
いった現象が思い浮かびます。さらに，2011 年の
東日本大震災は，東北地方の太平洋沿岸部を中心に
未曾有の惨事をもたらした。
　地域構想学科は，「未来を先導する大震災復興」
への貢献を中心に据えつつ，こうした諸課題とまっ
すぐに向き合う学びを加速させています。地域に寄
り添い，絆を育み，未来を提案しながら ʻ 生きるち
から ʼ を獲得できる「地域を構想する学び」を，皆
さんとともに！
（http ://www.tohoku-gakuin .ac . jp/faculty/
liberalarts/regional/greeting.html/， 最 終 確 認 日
2014 年 10 月 30 日）
　この小文は，「森に親しみ　森と生きる　－五葉山自然
倶楽部創立 15 周年のつどい－」（2014 年 2 月 11 日開催）
にかかわって「東海新報」へ投稿した原稿『講演「森と人」
をめぐる私の 15 年　上・下』（2014 年 3 月 14・15 日掲載）
をもとに作成した。
